
今年度も、群馬県総合教育センター幼児教育センターの事

業に対する御理解・御協力をいただき、ありがとうございま

した。

注目の情報満載の第51号！ぜひ最後までお読みください！
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２月１日(土)に、“ぐんま教育フェスタ”が総合教育セン
ターを会場として開催されました。
幼児教育センターの発表会場は予想を超える来場者数で超

満員となり、発表後の座談会もたいへん盛り上がりました。
休日にも関わらず御来場くださった皆様に、この場を借り

て御礼申し上げます。

https://center.gsn.ed.jp/yokyo


令和6年度研修講座実施報告

令和7年度の研修について
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講座コード 講座名 総日数 研修形態・日数

１０１０ 幼稚園等新規採用教員研修 ９日
集合研修：３日
オンライン研修：６日

１２１０ 幼稚園等３年目経験者研修 ２日
集合研修：１日
オンライン研修：１日

１４１０ 幼稚園等５年経験者研修 ２日 オンライン研修：２日

１６１０ 幼稚園等中堅教諭資質向上研修 ９日
集合研修：３日
オンライン研修：５日
選択型研修：１日

２０１０ 新任幼稚園等園長研修 ２日 集合研修：２日

２０５０ 新任幼稚園等副園長・教頭研修 １日 集合研修：１日

３２９０ 幼児教育と小学校をつなぐ研修講座 １日 集合研修：１日

今年度は、集合研修を増やしたり選択型研修を新設したりと、新たな試みもありましたが、皆様の
ご協力のおかげで円滑に運営することができました。ありがとうございました。研修後のアンケート
から、受講者の先生方が学びを深めている様子を知ることができ、大変うれしく思いました。
研修に集中できる環境をご用意くださった園長先生はじめ園の先生方、関係機関の方々、ありがと

うございました。おかげさまで充実した研修になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

講座コード 講座名 総日数 研修形態・日数

１０１０ 幼稚園等新規採用教員研修 ９日
集合研修：５日
オンライン研修：４日

１２１０ 幼稚園等３年目経験者研修 ２日
集合研修：１日
オンライン研修：１日

１４１０ 幼稚園等５年経験者研修 ２日 オンライン研修：２日

１６１０ 幼稚園等中堅教諭資質向上研修 ９日
集合研修：４日
オンライン研修：４日
選択型研修：１日

２０１０ 新任幼稚園等園長研修 ２日 集合研修：２日

２０５０ 新任幼稚園等副園長・教頭研修 １日 集合研修：１日

３２９０ 幼児教育と小学校をつなぐ研修講座
（夕やけ保育研修会との合同開催：３日）

４日
集合研修：２日
オンライン研修：２日

来年度は、幼児教育の今日的課題である小学校との接続に関わる研修や、受講者同士が直接話し合う
機会を設けることのできる集合研修を増やし、今年度以上に充実した研修を実現できるよう工夫しまし
た。また、幼児教育と小学校をつなぐ研修講座を夕やけ保育研修会との合同開催とし、どなたでもご参
加いただけるようにしました。ぜひ奮ってご参加ください！



夕やけ保育研修会実施報告

保育アドバイザー実施報告

３

今年度もオンラインで６回の研修を行い、のべ１８０名（現行の形式での最多人数でした）ほどの先
生方に参加していただくことができました。来年度は「幼児教育と小学校をつなぐ研修講座」と合同開
催とし、様々な校種、立場の先生方に御参加いただけるようにする予定です。ぜひご参加ください！

幼児教育センターでは、幼児期の教育や家庭教育の充実を目指し、保育所、認定こども園、幼稚園、
学校、公民館等で行う講演会や研修会、保護者会に、保育や教育の専門家である「保育アドバイザー」
を講師として派遣しています。今年度受講された方からの感想を掲載します。

10/17   保育café
幼児理解・保護者支援 11/15 群馬大学 安藤哲也教授

保育者・教諭のウェルビーイング
～キラキラしていて

働きやすい職場を考える～

12/27 鳴門教育大学 佐々木晃教授
遊びはごちそう 学びは栄養 第二弾

～遊びに誘う魅力的な環境～
事例をもとに、くすりと笑ってしまうような佐々木先生

の巧みな話術でお話をいただき、とても分かりやすい内
容の研修会でした。幼児教育において、非認知能力を
育てる重要性を再確認し、普段行っている保育に自信
をもとうと思いました。子供たちが遊び込めるような環
境の構成、教師の関わりの大切さを再認識しました。

１年生の生活科をする中で、児童が主体的に学びに向
かっていくための環境の構成について悩んでいました。「環
境を充実させるための６つの視点」から学習対象を見ると、
不足している部分が見え、環境の再構成ができそうだと感
じました。実践に生かすのが楽しみです。

保育者によって、保育観や保育の方法が違うことについ
てのお話で、本当に安藤先生がおっしゃっていた通りだと
感じました。新人の指導や育成について、世代による考え
方の違いを知り、参考になりました。今後の指導に生かし
たいです。

「保育の正解は子どもの姿が教えてくれる。子どもだけ
が知っている」という言葉はその通りだと共感します。これ
からも子どものために頑張ります。

様々な立場の先生方とお話しすることで、自分の
引き出しが増えたように思います。
自分自身、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士と

いう経験をしてきましたが、保護者のニーズも時代と
ともに変容していることを感じます。子ども理解とと
もに、保護者に寄り添い、ともに子どもを育てている
同士として、支援していきたいと思います。

「いま 子育てに大切なこと」
～子供との関わり方～

保護者の方に、ゆったりと語りかけるように「いま 子育
てに大切なこと」をお話してくださいました。家庭の役割と
して「基本的生活習慣を身に付けるのは、お父さん・お母
さんが子供たちにあげる最高のプレゼント」という言葉が
心に響きました。保護者の方々も、話が進むにつれて気持
ちが解きほぐれ、自分の毎日を振り返ることができたよう
でした。今後の子育ての学びや励みになりました。

「親子で楽しく ふれあい遊び
運動遊び」

おうちの人と一緒に触れ合って遊ぶ中で、子供たちの嬉
しそうな笑顔があふれていました。「あっ、この曲知ってる！」
「懐かしい！」と私たちの日常がたくさん盛り込まれていて、
わくわくしながら参加しました。「大きな拍手、小さな拍手」
の次が分からなくなったとき、子供たちが「不思議な拍手
だよ」と言ってやってみせてくれ、最後の「素敵な拍手」では
今までで一番大きい拍手が沸き上がりました。親子で、そし
て園の全員で楽しい時間をすごせました。

「幼児の発達とメディアとの
関わりについて」

講師の先生のパワフルで明るいお人柄に引き込まれ、
保護者の方たちも楽しい雰囲気の中で講演会に参加する
姿が見られました。幼児期の発達にとって特に大切なこと
として、眠ること・食べること・遊ぶこととありましたが、それ
ぞれが相互に関わり合っており、どれが欠如してもよくな
いと思いました。現代の子供たちは生まれたときから様々
なメディア機器が身近にありますが、長時間の視聴によ
って与える心身や視力への影響を知ることができ、改めて
適切な使い方を考えるよい機会となりました。

「幼稚園・保育所・こども園
から小学校へ」

４月にお子さんの入学を迎える保護者にとって、具体的
な内容を豊富に提示していただきました。これからの教育で
目指す方向性を明確に示され、「非認知能力」について説
明を受けたことで、保護者は今後の家庭における指針を得
られたと思います。まとめの、「親が幸せになりましょう、親
の自己肯定感も高めましょう」という言葉は、「教師が幸せ
になりましょう。教師の自己肯定感も高めましょう」という言
葉に変えて、本校の職員にも伝えたいと思いました。

【対象】
こども園教職員
保護者

【対象】
保護者
乳幼児

【対象】
幼稚園教職員
保護者

【対象】
新入学児保護者
（就学時健診講話）
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長期研修員との共同研究
今年度幼児教育センターでは、架け橋プログラムの推進に向けて、長期研修員との

共同研究を行いました。５歳児や小学校１年生の姿の観察を通して見えてきた、子供
たちが非認知能力を発揮し、さらに伸長していくための環境の構成や教師の関わりを
位置付けたカリキュラムを提案しています。
本研究を基に、県内の架け橋期の教育がさらに充実していくよう、今後も研究を進

めていきます。ご興味のある方は、群馬県総合教育センター幼児教育センターまで、
ぜひご連絡ください。

幼児教育センターの基調研究
研究テーマ

子供に内在する非認知能力の発揮及び伸長を促す架け橋期の教育

―発達に基づいた架け橋期のカリキュラムの構想―

４

近年、非認知能力への注目とともに幼児教育への関心が高まっています。幼児期に子供たちが
発揮してきた非認知能力を、小学校においても発揮できるようにするためには、どのようなこと
が必要なのでしょうか。本研究では、子供の発達に着目し、幼児教育施設から小学校への接続の
在り方と小学校における架け橋期のカリキュラムに必要となる考え方を提案しています。
今後、架け橋期のカリキュラムを編成しようとしている自治体の関係者の方、学校園の先生方

は、ぜひ幼児教育センターの研究をご覧ください！

本研究で提案している小学校
第１学年における架け橋期の
カリキュラムの枠組み

幼児教育センターで示して
いる修了時の姿を生かした
架け橋期のカリキュラムの
全体イメージ



長期研修員の研究

５

研究テーマ

小学校第１学年における非認知能力の発揮及び伸長を促す

架け橋期のカリキュラムの提案

―子供の発達に基づいた環境の構成や教師の構えを視点として―

幼児教育センターの基調研究に基づき、小学校第１学年における架け橋期のカリキュラムや、
非認知能力を発揮している子供たちの姿を示した架け橋期事例集「きらり」、本研究の考え方に
基づいて生活科の授業を実践したときの交流活動例を研究成果として公開しています。
本研究で作成した小学校第１学年におけるカリキュラムは、多くの学校で、ほぼそのままお使

いいただける内容となっています。本カリキュラムの考え方に基づき、各教科の授業や日常の学
校生活における指導を見直すことで、子供たちが幼児期に発揮してきた非認知能力を小学校でも
発揮できるようになります。ぜひご活用ください。

本研究で提案している小学校
第１学年における架け橋期のカ
リキュラム。Webページには詳
しい使い方も掲載しています。

本研究の考え方に基づいて単
元構想した生活科の交流活動
例。幼児と小学生が非認知能
力を発揮して対等に関わる活
動になりました。

架け橋期の

カリキュラム

生活科の

交流活動例

長期研修員 木村 弘子



６

架け橋期事例集

「きらり」

子供が非認知能力を発揮している
姿を分析した事例集。架け橋期に
発揮される非認知能力や、非認知
能力の発揮を促すための環境の
構成、子供を受け止める教師の関
わり方を示しています。

様々な先行研究を基
に、架け橋期に発揮さ
れる非認知能力を整
理しました。

子供の姿を受け止め
る際の教師の関わり
方を「方法としての教
師」として示しました。

実際の場面を分析し
発揮されている非認
知能力や教師の関わ
り方を示しました。

研究成果は幼児教育センターWebページよりダウンロード可能

です！過去の研究も掲載していますので、ぜひご覧ください！



特別研修員の研究内容

関川香里特別研修員の研究報告（概要版）を掲載します
関川研修員は、もめごとを幼児一人一人に応じて良質な刺激に変える教師の関わりについて１年間の

実践を重ね、研究としてまとめました。
本概要版のほかに、研究成果報告書と保育指導案を総合教育センターWebページで公開しています。

ぜひご覧ください。 ７



幼児教育センターWebページに

調査研究事業のページを新設しました
幼児教育センターの調査研究事業の成果についてまとめたWebページを、今年度新た

に作りました。
今年度の研究だけでなく、過去の研究成果についても掲載中です。
保育の質を高めるためのヒントが満載です。ぜひご覧ください！

今後の研究の展望について
幼児教育センターでは、令和６年度の調査研究を基に、県内の架け橋プログラムの

実施に向けた取組を進めていきたいと考えています。
すでに複数の市町村からご連絡をいただいておりますが、幼児教育施設と小学校の

連携・接続をどのように進めていったらよいかお悩みの関係者、担当者の方がいらっ
しゃいましたら、ぜひ幼児教育センターまでご連絡ください。

https://center.gsn.ed.jp/yokyo

youji@edu-g.gsn.ed.jp

0270-26-9203

令和５年度は、保育の中でICTを活用するアイディアについ
て研究しました。「今ある機器でできること」を考え、紹介して
います。

令和４年度は、保育者の指導力向上を目指して研究を
進めました。日々の保育に生かせる考え方が分かりやすく
まとめられています。

検索

令和２年度は、今年度の研究の基礎となる、「修了時の姿」
を活用した幼児教育施設と小学校との接続の在り方を研究
しました。今年度の研究と併せてお読みいただくと、さらに理
解が深まると思います。

https://center.gsn.ed.jp/yokyo
https://center.gsn.ed.jp/yokyo/kenkyu

